
学生の確保の見通し等を記載した書類

１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況

（１）学生の確保の見通し

１）定員充足の見込み

本学医学部医学科は、平成 26 年度から入学定員 112 人で入試を実施している。これ

まで定員を充足しており、今後も十分充足は可能である。

２）定員充足の根拠となる客観的なデータの概要

区 分 H30 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

一般選抜 

(前期日程) 

募集人員 ９２ ９２ ９２ ９２ ９２ 

志願者数 279(3.0) 250(2.7) 261(2.8) 250(2.7) 247(2.7) 

学校推薦型選抜※ 

(地域特別枠) 

募集人員 １０ １０ １０ １０ １０ 

志願者数  39(3.9) 36(3.6) 41(4.1) 36(3.6) 36(3.6) 

総合型選抜※ 
募集人員 １０ １０ １０ １０ １０ 

志願者数  97(9.7) 99(9.9) 99(9.9) 99(9.9) 97(9.7) 

合計 
募集人員 １１２ １１２ １１２ １１２ １１２ 

志願者数 415(3.7) 390(3.5) 396(3.5) 390(3.5) 380(3．4) 

（ )内は倍率を示す。 

※令和 3年度入試（令和 2年度実施）から「推薦入試」は「学校推薦型選抜」に、「アドミッシ
ョンオフィス入試」は「総合型選抜」に名称を変更し募集している。

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況

〈地域枠〉

本学が実施するオープンキャンパスや大学説明会、兵庫県が実施する医師修学資金

の説明会において、学校推薦型選抜(地域特別枠)の説明を行うとともに、医学部医学科

案内等の各種広報資料やホームページに、学校推薦型選抜(地域特別枠)の情報を掲載

するなど積極的な広報に努めている。また、学校推薦型選抜(地域特別枠)合格者全員は、

兵庫県が実施する兵庫県地域医療支援医師修学制度（将来医師として兵庫県内の地域

医療に従事しようとする者を対象）の適用を受け、以下のとおり修学資金が貸与される。 

  1年生   年額  2,335,800円 

2～6年生  年額    1,835,800円 

＊1年生時に貸与決定した場合は、6年間貸与額合計 11,514,800円 
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〈研究医枠〉 

本学では、平成24年度より基礎・臨床融合による基礎医学研究医の養成プログラム

（資料1）を開始し、平成26年度から研究医枠2名(基礎医学研究医の養成プログラム特

待生）を増員した。これにより、当初10名前後であったプログラム履修生数が、平成26

年度からは常に20名を超え、直近の3年間では平均40名を超え、特に令和4年度は過去最

多の54名もの履修者を確保している。また6年次まで研究を継続する履修者も一定数お

り、神戸大学学生表彰者や神戸大学医学部医学科卒業生最優秀研究賞受賞者のほか、リ

トリートや学会で表彰を受ける学生も増加している。さらに、平成30年度から設定した

研究医特待生制度でも、令和3年に1名、令和4年に1名が基礎系大学院に入学し、さらに

令和5年4月に1名が入学予定である。また、令和元年度から1名の学生がMD－PhDコース

を履修しており、今年度修了予定である。 

 以上、プログラム履修生数の増加、学内外における履修生の表彰、基礎系大学院入学

予定者の確保などから、本取組の有効性が確認できる。また、基礎医学研究医養成プロ

グラム特待生を支援するため、「神戸大学基礎医学研究医育成奨学金」を設け、基礎医

学研究医養成プログラム特待生に月額2万円を2年間給付している（資料2）。 
   
基礎・臨床融合による基礎医学研究医の養成プログラム履修者数 

   学年   

年度 
2年生 3年生 4年生 5年生 

(うち特待生) 

6年生 

(うち特待生) 

平成 24年度 1[1] 1[1] 3[1] 3[3]  

平成 25年度  8[8] 4[4] 2[1]  

平成 26年度  10[10] 8[0] 3[0]  

平成 27年度  10[10] 8[0] 3[0]  

平成 28年度  8[8] 9[1] 5[0]  

平成 29年度  7[7] 5[2] 8[0]  

平成 30年度  19[19] 6[0] 5[0](2) 5[0] 

令和 元年度  13[13] 7[0] 3[1](0) 3[0](2) 

令和 2年度  12[12] 7[1] 6[3](0) 2[0](0) 

令和 3年度  21[21] 13[3] 8[1](0) 4[0](1) 

令和 4 年

度 
 20[20] 17[2] 10[4](0) 7[0](0) 

   *基礎医学研究医養成プログラム特待生制度は平成 30年度より開始。 
   *表中 （ ）は特待生：基礎医学研究医養成プログラム特待生 

       [ ] 数字は新規履修者 
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２．人材需要の動向等社会の要請 
（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

本学医学部医学科では、広い知識を授けるとともに、医学・生命科学分野の教育研究

を行い、高度な専門的知識・技術を身につけさせ、高い倫理観並びに旺盛な探究心と想

像力を有する「科学者」としての視点を持つ医師及び医学・生命科学における先端的・

学際的研究を推進する研究者を養成すること、また、広い視野を有し、それぞれの領域

における指導者として、国際的に活躍できる人材の育成を目的としている。 
また、卒業までに身につけるべき能力として以下のとおり定めている。 
 
Ⅰ．礼儀・態度 

患者や医療従事者等に対して良好な人間関係を構築することができる。 
Ⅱ．科学的探究心 

生命科学に対する探究心と感性をもち、科学的思考能力と創造性をそなえてい

る。 
Ⅲ．知識と技能 

基礎と臨床のバランスのとれた知識をもち、的確な臨床推理能力を有している。 
病態を理解し、それに即した基本的技能を修得している。 

Ⅳ．倫理観 
確固とした倫理観をもちつつ、周囲との連携の中で自己を変革し続けることがで

きる。 
Ⅴ．向上心 

自ら目標を設定し、課題を抽出し、解決に向けた取り組みができる。長期的な展

望にたち、有為の人材たらんとする気概をもっている。 
Ⅵ．リーダーシップ 

多様性を受容できる人間性をもち、リーダーシップを発揮して地域社会に貢献で

きる。 
Ⅶ．国際性 

広範な情報を収集・分析することができ、適切な議論ができる語学力と国際性を

身につけている。 
 
（２）社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 
〈地域枠〉 
   「地域の医師確保のための入学定員増に係る誓約書」（令和 4 年 8月 17日付け医第

1732号）（資料 3）において、本学医学部医学科の地域枠 10人の増員を地域の医師確

保等に関する計画及び「地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法

律」（平成元年法律第 64号）第 4条に規定する都道府県計画等に位置づけることを約
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束されており、令和３年度までの兵庫県養成医の養成は着実に成果をだしている（資

料 4）。 

〈研究医枠〉  

   本学大学院医学研究科では、二つの分野を専攻する教育プログラムとして、研究者

育成プログラム（ダブルメジャー）、シグナル伝達基礎臨床融合プログラム、臨床研

究エキスパート育成プログラム、医学研究国際プログラムがあり、所属する臨床系教

育研究分野と同様に基礎系教育研究分野で研究指導を受けている（資料 5）。 

資料 5に記載した者以外で、上述の教育プログラムにより、２つ目の専攻として基

礎医学及び社会医学分野を専攻する者（令和 4年 4月 1日現在）は以下の表のとおり

である。 
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申請書や詳しい内容のお問い合わせ先

Tel. 078-382-5205
http://www.med.kobe-u.ac.jp/kiso/基礎医学研究医育成プロジェクト委員会

Mail：kyomu1@med.kobe-u.ac.jp　

神戸大学医学部学務課医学科教務学生係

次の条件を全て満たしているもの
①医学部医学科において、原則として選択科目「医学研究」
を履修する基礎医学研究医を目指す優秀な医学部医学科
の５年生及び6年生。

※大学院進学時は、「早期研究スタートプログラム
（②基礎医学研究医育成特別コース）」を選択することになります。

②医学部医学科卒業後に大学院医学研究科医科学専攻
（博士課程）進学を志望するもの。

出願資格

1学年あたり原則２名定員

出願期間 令和４年４月18日（月）１７時まで

出願手続 「基礎医学研究医養成プログラム特待生申請書」を出願期間
中に学務課医学科教務学生係へ提出してください。
※「医学研究３」または「医学研究4」の履修時に提出する「医学研究履修申請書」と
　併せて提出してください。

選考方法 出願書類等による総合的な選考を行います。
必要に応じて、面接を行う場合があります。

結果発表 選出されたものに対し、
認定通知書を発行します。

神戸大学基礎医学研究医育成奨学金
月額２万円給付

3

大学院（博士課程）への入学試験免除1

大学院（博士課程）講義の先行履修が可能2

医学部在学中に大学院（博士課程）の講義を先行履修すること
が可能で、その単位は 大学院（博士課程）の修了要件科目とし
て認定する。 
ただし、この要件は「早期研究スタートプログラム（基礎医学研
究医育成特別コース）」 を選択したものに限る。 

医学部卒業後、最短で学位取得が可能！ 
1年目は臨床研修に専念。 
２年目は神戸大学医学部附属病院の
臨床研修を受けながら、大学院 
（博士課程）1年生として研究開始。 

令和４年度

基礎医学研究医
養成プログラム特待生募集
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1
33

0
16

5

0
0

2
1

1

10
8 93 11
0

10
9

11
0

1
3

15
1

(9
9) 86 11
1

10
3

10
2

0

2
220111203

3
3

3
3

0
3

10
2

1
1

2
1

2
0

3
14

2
2

2
2

1
2

0
2

10
1

2
1

1
3

1
0

1
11

5
1

4

1
0

2
11

1
2

2
1

3

1
4

4
1

3
11

1
1

1
1

3

1
1

2
2

2
23

2
5

1
2

3
5

3

0
3

16
2

1
3

4
2

1

3
0

8
24

1
5

2
1

5
2

 免 疫 学

計

研
究

分
野

社
会

医
学

 医 療 社 会 学

 応 用 薬 理 学

 病 態 検 査 学

 疼 痛 学

 医 学 物 理 学 ・ 放 射 線 技 術 学

計

 疫 学 ・ 予 防 医 学

 衛 生 学 ・ 公 衆 衛 生 学

 病 院 ・ 医 療 管 理 学

 法 医 学

基
礎

医
学

（
基

礎
系

）
境

界
医

学

計

2
11

合
計

大
学

院
博

士
課

程
入

学
者

数
（

他
大

学
か

ら
の

入
学

も
含

め
た

全
体

の
状

況
）

入
学

年
度

 解 剖 学 一 般 ( 含 組 織 学 ・ 発 生 学 )

 生 理 学 一 般

 環 境 生 理 学 ( 含 体 力 医 学 ・ 栄 養 生 理 学 )

 薬 理 学 一 般

 医 化 学 一 般

 病 態 医 化 学

 人 類 遺 伝 学

 人 体 病 理 学

 実 験 病 理 学

 寄 生 虫 学 ( 含 衛 生 動 物 学 )

 細 菌 学 ( 含 真 菌 学 )

 ウ イ ル ス 学

臨
床

3
2

2
2

10
7

0
1

1
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22
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0

(0
)

0
(0

)
1

1
(0

)
27

(0
)

28
(0

)

20
11

(H
23

)
1

1
(0

)
0

(0
)

0
(0

)
25

(0
)

26
(0

)

20
12

(H
24

)
1

1
2

(0
)

0
(0

)
0

(0
)

26
(0

)
28

(0
)

20
13

(H
25

)
0

(0
)

0
(0

)
0

(0
)

25
(0

)
25

(0
)

20
14

(H
26

)
1

1
(0

)
0

(0
)

0
(0

)
29

(0
)

30
(0

)

20
15

(H
27

)
0

(0
)

0
(0

)
0

(0
)

26
(0

)
26

(0
)

20
16

(H
28

)
1

1
(0

)
0

(0
)

0
(0

)
34

(0
)

35
(0

)

20
17

(H
29

)
0

(0
)

0
(0

)
0

(0
)

23
(0

)
23

(0
)

20
18

(H
30

)
1

1
(0

)
0

(0
)

1
1

(0
)

36
(0

)
38

(0
)

20
19

(R
1)

2
1

2
5

(0
)

0
(0

)
0

(0
)

31
(0

)
36

(0
)

20
20

(R
2)

2
1

2
5

(0
)

0
(0

)
0

(0
)

34
(0

)
39

(0
)

20
21

(R
3)

1
1

1
(1

)
3

(1
)

0
(0

)
0

(0
)

43
(0

)
46

(1
)

20
22

(R
4)

1
1

(1
)

2
(1

)
0

(0
)

0
(0

)
39

(0
)

41
(1

)

合
計

3
(0

)
5

(1
)

2
(0

)
3

(0
)

3
(0

)
0

(0
)

0
(0

)
4

(1
)

0
(0

)
0

(0
)

0
(0

)
1

(0
)

0
(0

)
21

(2
)

0
(0

)
0

(0
)

0
(0

)
0

(0
)

0
(0

)
0

(0
)

1
(0

)
0

(0
)

0
(0

)
1

(0
)

2
(0

)
39

8
(0

)
42

1
(2

)

※
各

欄
の

右
側

か
っ

こ
内

は
特

別
コ

ー
ス

履
修

者
の

入
学

者
数

で
内

数

計

 衛 生 学 ・ 公 衆 衛 生 学

 病 院 ・ 医 療 管 理 学

 法 医 学

計

 応 用 薬 理 学

 病 態 検 査 学

 疼 痛 学

 医 学 物 理 学 ・ 放 射 線 技 術 学

計

 疫 学 ・ 予 防 医 学

大
学

院
博

士
課

程
入

学
者

数
（

自
大

学
出

身
者

の
入

学
状

況
）

入
学

年
度

合
計

基
礎

医
学

（
基

礎
系

）
境

界
医

学
社

会
医

学

 解 剖 学 一 般 ( 含 組 織 学 ・ 発 生 学 )

 生 理 学 一 般

 環 境 生 理 学 ( 含 体 力 医 学 ・ 栄 養 生 理 学 )

 医 療 社 会 学

 薬 理 学 一 般

 医 化 学 一 般

 病 態 医 化 学

研
究

分
野

臨
床

 人 類 遺 伝 学

 人 体 病 理 学

 細 菌 学 ( 含 真 菌 学 )

 ウ イ ル ス 学

 免 疫 学

 実 験 病 理 学

 寄 生 虫 学 ( 含 衛 生 動 物 学 )
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20
10

(H
22

)

20
11

(H
23

)

20
12

(H
24

)

20
13

(H
25

)

20
14

(H
26

)

20
15

(H
27

)

20
16

(H
28

)

20
17

(H
29

)

20
18

(H
30

)

20
19

(R
1)

20
20

(R
2)

20
21

(R
3)

合
計

合
計

大
学

院
博

士
課

程
修

了
者

数
（

Ａ
）

博
士

課
程

修
了

年
度

 解 剖 学 一 般 ( 含 組 織 学 ・ 発 生 学 )

 生 理 学 一 般

 環 境 生 理 学 ( 含 体 力 医 学 ・ 栄 養 生 理 学 )

 薬 理 学 一 般

 医 化 学 一 般

 病 態 医 化 学

 人 類 遺 伝 学

 人 体 病 理 学

 実 験 病 理 学

 寄 生 虫 学 ( 含 衛 生 動 物 学 )

 細 菌 学 ( 含 真 菌 学 )

 ウ イ ル ス 学

学 位 論 文 が 基 礎 ・ 社 会 学 系 研 究 と の

共 著 論 文 で あ る 学 生 数

学 位 論 文 が 基 礎 ・ 社 会 学 系 研 究 で あ る 学 生 数

臨
床

 免 疫 学

計

修
了

し
た

研
究

分
野

社
会

医
学

 医 療 社 会 学

 応 用 薬 理 学

 病 態 検 査 学

 疼 痛 学

 医 学 物 理 学 ・ 放 射 線 技 術 学

計

 疫 学 ・ 予 防 医 学

 衛 生 学 ・ 公 衆 衛 生 学

 病 院 ・ 医 療 管 理 学

 法 医 学

基
礎

医
学

（
基

礎
系

）
境

界
医

学

計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0 0 0 0 0

0000000000

1

0 0 0 0

(9
)

0
0

0
2

1
(2

5)

0
1

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

0
3

1
1 1

(5
9)

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

(3
8)

(1
7)

1
0

0
(2

5)
1

(3
)

(8
)

(6
)

(6
)

(1
6)

(1
6)
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20
10

(H
22

)

20
11

(H
23

)

20
12

(H
24

)

20
13

(H
25

)

20
14

(H
26

)

20
15

(H
27

)

20
16

(H
28

)

20
17

(H
29

)

20
18

(H
30

)

20
19

(R
1)

2

20
20

(R
2)

6
1

2

20
21

(R
3)

11
1

3

合
計

0
19

0
0

2
5

0
0

※
各

年
度

の
合

計
は

、
大

学
院

博
士

課
程

修
了

者
数

（
Ａ

）
に

お
け

る
各

年
度

の
合

計
数

と
一

致
す

る

0

大
学

院
博

士
課

程
修

了
後

の
就

職
状

況
（

Ａ
）

【
臨

床
系

大
学

院
進

学
者

】

博
士

課
程

修
了

年
度

就
職

先
の

属
性

合
計

「
臨

床
医

」
の

う
ち

、
一

度
臨

床
系

（
基

礎
系

以
外

）
に

進
ん

だ
も

の
の

実
態

と
し

て
は

研
究

に
従

事
し

て
い

る
者

又
は

従
事

す
る

見
込

み
が

あ
る

者

「
そ

の
他

」
の

う
ち

、
一

度
臨

床
系

（
基

礎
系

以
外

）
に

進
ん

だ
も

の
の

実
態

と
し

て
は

研
究

に
従

事
し

て
い

る
者

又
は

従
事

す
る

見
込

み
が

あ
る

者

  自 大 学 の 基 礎 医 学 分 野

  自 大 学 の 境 界 医 学 分 野

  自 大 学 の 社 会 医 学 分 野

 他 大 学 の 基 礎 医 学 分 野

臨 床 医 と し て 働 き な が ら 研 究 活 動 を 行 っ て

い る 者

常 勤 ポ ス ト で は な い が 大 学 の 身 分 を 有 し 研

究 活 動 を 行 っ て い る 者

現 在 臨 床 医 と し て 勤 務 し て い る が 将 来 的 に

研 究 に 従 事 す る 意 思 を 大 学 が 確 認 し て い る

者
そ の 他 （ 列 を 追 加 し て 具 体 的 に 記 入 ）

常 勤 ポ ス ト で は な い が 大 学 の 身 分 を 有 し 研

究 活 動 を 行 っ て い る 者

現 在 臨 床 医 と し て 勤 務 し て い る が 将 来 的 に

研 究 に 従 事 す る 意 思 を 大 学 が 確 認 し て い る

者
そ の 他 （ 列 を 追 加 し て 具 体 的 に 記 入 ）

  行 政 機 関

  そ の 他

臨 床 医 と し て 働 き な が ら 研 究 活 動 を 行 っ て

い る 者

  他 大 学 の 境 界 医 学 分 野

  他 大 学 の 社 会 医 学 分 野

  公 的 研 究 機 関

 ⺠ 間 企 業

 臨 床 医

 臨 床 研 修

0 0 0 0 0 0 0

9
9

21
3

24

0
0

7
5522

0
0

0
0

0
0

0
0

4818
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別

添
様
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)

20
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(H
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)

20
19

(R
1)

20
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(R
2)

1

20
21

(R
3)

1
1

合
計

0
2

0
0

0
1

0
0

※
各

年
度

の
合

計
は

、
大

学
院

博
士

課
程

修
了

者
数

（
Ａ

）
に

お
け

る
各

年
度

の
合

計
数

と
一

致
す

る

4
0

1

3

0
0

1
0

0
0

2
0

1
1

1

0

0 0000000

大
学

院
博

士
課

程
修

了
後

の
就

職
状

況
（

Ａ
）

【
基

礎
・

社
会

学
系

大
学

院
進

学
者

】

博
士

課
程

修
了

年
度

合
計

  自 大 学 の 基 礎 医 学 分 野

  自 大 学 の 社 会 医 学 分 野

 他 大 学 の 基 礎 医 学 分 野

  自 大 学 の 境 界 医 学 分 野

就
職

先
の

属
性

  他 大 学 の 境 界 医 学 分 野

「
そ

の
他

」
の

う
ち

、
一

度
臨

床
系

（
基

礎
系

以
外

）
に

進
ん

だ
も

の
の

実
態

と
し

て
は

研
究

に
従

事
し

て
い

る
者

又
は

従
事

す
る

見
込

み
が

あ
る

者

臨 床 医 と し て 働 き な が ら 研 究 活 動 を 行 っ て

い る 者

常 勤 ポ ス ト で は な い が 大 学 の 身 分 を 有 し 研

究 活 動 を 行 っ て い る 者

現 在 臨 床 医 と し て 勤 務 し て い る が 将 来 的 に

研 究 に 従 事 す る 意 思 を 大 学 が 確 認 し て い る

者
そ の 他 （ 列 を 追 加 し て 具 体 的 に 記 入 ）

「
臨

床
医

」
の

う
ち

、
一

度
臨

床
系

（
基

礎
系

以
外

）
に

進
ん

だ
も

の
の

実
態

と
し

て
は

研
究

に
従

事
し

て
い

る
者

又
は

従
事

す
る

見
込

み
が

あ
る

者

臨 床 医 と し て 働 き な が ら 研 究 活 動 を 行 っ て

い る 者

常 勤 ポ ス ト で は な い が 大 学 の 身 分 を 有 し 研

究 活 動 を 行 っ て い る 者

現 在 臨 床 医 と し て 勤 務 し て い る が 将 来 的 に

研 究 に 従 事 す る 意 思 を 大 学 が 確 認 し て い る

者
そ の 他 （ 列 を 追 加 し て 具 体 的 に 記 入 ）

  そ の 他

  他 大 学 の 社 会 医 学 分 野

  公 的 研 究 機 関

 ⺠ 間 企 業

 臨 床 医

0

1

 臨 床 研 修

  行 政 機 関

1

00
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